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<投 稿>

語学マニュアルの拡充に向けて

- 辞書の引き方を例として

林 哲 也

1. 本稿の目的

図書館資料には,さまざまな言語が使用されて

いる.洋書の場合,件数的には英独仏露語が多数

を占めるが,ときには日頃なじみの薄い言語にも

対処しなければならない｡主として洋書の目録作

成業務の手引書として,各種の実用的な言語マニュ

アル頬が公刊されてきた. しかし,たとえば個別

言語の辞書の引き方を解説 したものが見当たらな

い等,その内容には不足を感じることがある｡共

有されるべき技術知としての語学マニュアルを,

より充実させることの必要を訴えることが,本稿

の目的である｡

2.語学マニュアル類の現状を展望する

言語の数は,日常用語では ｢nカ国語｣という
数え方をするので,あたかも国家の数と同じく百

数十程度であるかのような錯覚を招く｡しかし,

圧倒的多数の言語は,いずれの国家の ｢国語｣で

もない｡個々の言語の使用地域の境界線は,国境

線と一致することの方がむしろ稀である｡複数の

言語を公用語とする国もあれば,逆に複数の国で

常用されている言語もある｡世界の言語の数は,

数千種類といわれ,正確な数は不明である1)｡古

今東西のあらゆる言語に個人レベルで習熟するこ

とは,不可能かつ不必要といえる｡実務上必要と

なる言語は,主として,国際的な適用範囲の広い

大言語で,その数は限られている2)0
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事項を列挙した包括的な語学マニュアルとしては,

① 丸山昭二郎編 『洋書目録法入門.マニュア

ル編』東京,日本図書館協会,1988,310p,(図

書館員選書, 7)

があり,世界の言語文化の多様性を,暦3)や人

名4)の慣習を含めて手軽に瞥見するには便利なも

のである｡その前身に相当する,

② 丸山昭コ弧 井上哲也共編 『洋書目録マニュ

アル』東京,日本図書館協会,1970.282p.は,

(丑が割愛している翻字表等も収載 している｡

多数の言語の文法的特徴の略述および翻字表を

集成 したものには,

③ VonOstermann,GeorgeF.,Giegengack,

A.E.:Manualofforeignlanguages:forthe

useofprintersandtranslators.3rded･,rev･

andenl.April1936.Supplemetscompiledby

FujioMamlya.Reprlnteded.2ndrev.Tokyo,

F.Mamiya,1970.347,56p,

がある｡これは第3版(1936)のリプリント(1970)

であり,下記第4版 (1952)での改訂箇所は反映

されていないが,そのかわり,間宮不二雄による

独自の補迫が追加されている｡

@ VonOstermann,Georgle]F.:Manual

offoreignlanguages:fortheuseoflibra-

rians, bLbliographers, research LuOrhers,

editors,traTLSlators,andprulterS.4thed.,rev･

andenl.NewYork,CentralBook,1952.414p.

対象をヨーロッパ系の言語 (英語を除く)に限っ

た,

⑤ Allen,C.G.:A TnanualofEuropean

languagesforlibrarians.London,Bowker,

1975.803p,



は,印刷物 ･出版物を扱う実務に直接役立っ注意

事項の解説が充実 している｡

ロシア語については,

⑥ 宮島太郎著 Fロシア語図書目録法入門』

東京,龍渓書舎,1981.235p.(図書館整理技術

研究会モノグラフシリーズ, 1)

⑦ Walker,G.P.M.:1hssianforlLbra-

rlans.London,C.Bingley,1973.亀山芳子訳

『ライブラリアンのためのロシア語』 東京,ナ

ウカ,1976.103p.

があり,それぞれ,東欧の諸言語にも多少は言及

している｡

ローマ字以外の文字からの翻字について集大成

したものとしては,

⑧ ALA-LC romanLZalLOn tables:trans-

literationschemesfornoかRomanscripts/

approvedbytheLibraryofCongressandthe

American Llbrary Association; tables

compiled andedited byRandallK.Barry.

Washington,LlbraryofCongress,1991.216p.

がある｡ただし,Eg際標準化機構 (ISO)の方式

とは一致しないことには留意を要するO日本では,

⑨ 日本図書館協会目録委員全編 『日本目録規

則.1965年版』東京,日本図書館協会,1965,p.

185-220｢付録6:翻手法基準表｣

がある｡

3.辞書の引き方

通常,辞書を引くのは,わからない語を調べる

ためである｡ところが,その言語をある程度以上

知っていないと,そもそも辞書が引けない場合も

多い｡通常の辞書は,その言語を既に習得済みの

使用者を想定 して作成されており,ある種の知識

を暗黙のうちに要求 してくる｡留意事項を凡例等

で明示 している親切な辞書もあるとはいえ,自明

の常識として言及なしで済まされている方が,む

しろ通例である｡

3.1.言語の識別方法

辞書を引く以前に,そもそも何語で書いてある

のかわからない場合がある｡文字が同じアラビア

文字でも,ベルシア語その他さまざまな言語の可

能性がある｡各言語の史的系統関係,構造的特徴,
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文化背景,地理的分布,現在および過去の使用文

字等の概要をあらかじめ知っておくことは,解読

の対策を立てる上で有効である5)｡言語名の識別

同定には,出版地等の言語外情報の他,出現頻度

の高い/ト辞や語形変化のパターンに注目すべきだ

が,特定の言語に特有な文字で見当を付ける方法

もある6)｡たとえば文字 Fが使われていればチェ

コ語,iがあればスログァキア語,という具合に｡

ただし,これはあくまでも目安に過ぎない｡たと

えば文字 ∂,pは,現代語ではアイスランド語
に特有だが,古期英語にも用いられていた｡また,

書き言葉を従来持たなかった言語をアルファベッ

トで表記する際に,同じ特殊文字が使われるかも

しれない｡さらに,正書法 (orthography)は,

現代でも諸国語でしばしば改訂され続けているし,

当該文献が標準的綴字法に従っているとは限らな

い｡キリル (ロシア)文字をやめて民族固有の文

字を復宿させている近年のモンゴルのように,文

字体系を全面的に入れ替える例も,歴史上稀では

ない｡
3.2.00語辞典の代わりに××語辞典を使う

言語の区分には,政治的 ･社会的要因も関わっ

ているので,別々の言語名で呼ばれる複数の言語

が実用的には大差のない場合がある｡逆に,独立

別個の言語間の差異に匹敵するほど互いに異なる

諸 ｢方言｣が,ひとっの言語名のもとに一括され

ている場合もある｡また,ひとつの言語について

ち,いろいろな別名を持つことがある｡たとえば

フィリピンの国語フイリピノ語は,かつてピリピ

ノ語と称 し,実体はほぼタガログ語といえる｡

また,インドネシア語とマレーシア語は,共に

ムラユ (マレー)語を基礎に両国でそれぞれ国語

化されたもので,双子のような関係にあり,辞書

は互いにかなりの程度の代用が効 く｡

3.3.辞書の見出し語を推定する

実際の文章中に現れる単語は, しばしば,辞書

の見出し語そのままではなく,文法上の活用や接

辞の付加で変形 している｡さらに,それに伴う音

韻上 ･正書法上の変化も考慮する必要がある｡

活用変化する部分が主として語尾に限られる言

語では,文字さえ読めれば,特別な予備知識なし

でも,とりあえず辞書を引いてみることは比較的
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容易である｡ただし,たとえばラテン語のrerum

や ドイツ語のaufgestandenという語形を見たと

き,辞書の見出し語として res(事物),aufste-

hen(起きる)を兄いだすには,前者は名詞の複

数属格,後者は動詞の過去分詞,といった判断を

くだす程度の文法的知識は要求される｡また, ド

イツ語の正書法は,他の多くの言語であればいく

つかの単語に分かち書きするようなところを,ひ

とつながりの語として表記する傾向がある｡その

結果,辞書の見出し語にない長い複合語が頻出す

ることになり,語構成要素の区切り目を見極める

判断力を要する｡

語形変化が語頭に及ぶ言語では,辞書が引ける

ようになるまでが一苦労である7)｡たとえばアラ

ビア語では,単語は多くの場合3子音から成る語

根を有し,語根の前後への接辞の付加や語中母音

の交替によって活用形や派生語が生じる｡文中に

現れる語形 maktabah(図書館 ･書店),taka-

taba(彼は文通した),yuktabu(それは書かれ

る)等を,それぞれ辞書のm,t,yのページで捜

してもみつからない｡語根 ktbを見出し語とし

て検索するのである｡

また,たとえばインドネシア語では,接頭辞 ･

接尾辞を適切に見抜いて取り除かないと辞書は引

けない｡さらに,語幹の冒頭の音は,接頭辞との

間の同化作用で規則的に交替している場合がある｡

menyuratl(手紙を書く),penulis(著者)は,

辞書ではそれぞれ,見出し語 surat(手紙),tulis

(書く)のもとに派生語として記述されている｡

3.4.Cがアルファベットの3番目とは限らな

い

文字の配列順序は,各国語の歴史的成立事情の

もとに決まったものなので,言語によって微妙に

異なる｡文字体系が全く異質なものなら,我々も

それなりに覚悟して辞書を引くものだが,表記が

ラテン･アルファベット(ローマ字)だと,つい

気を許して,a, bの次には当然 Cと期待してし

まいがちである｡ところが,たとえばフイリピノ

請では,a, bの次はkであり,Cはyに続く21

番目に配列される｡

配列上 ,2文字組で1文字扱いとなる文字を持

つ言語もある｡たとえばスペイン語では,ch,ll

がこれに該当する｡また,氏はnとは別個の文字

なので,配列は,calor(熱),calle(街路),

cuneta(側溝),cu元a(模),chlle(唐辛子)と

いう順になる｡大型の事典を使用するときは特に,

載っているはずの語を見落としてしまわないよう,

注意を要する｡

ドイツ語のウムラウト(a,6,ii)は,辞書では普

通のa, 0,uと一緒に配列するが,書誌ではae,

oe,ueと綴られているものとみなして配列すると

いう慣習がある｡北欧の諸言語の a,氏,a,6,
g は,それぞれ,aやOの直後ではなく,アル

ファベット順の終わりの方に配列される｡配列は,

辞書の作られた年代によっても異なる場合がある｡

且は昔はaaと綴り,辞書でも普通のaが2つ続

いただけのものとして配列していた｡また,正書

法が未確立の (あるいは制定後まだ日が浅い)言

語や,古い時代に書かれた文献を読むときは,チ

クストの綴りが,その辞書の採用している正書法

ではどの文字に対応するのかを推理する必要のあ

る場合もある｡

4. どんな語学マニュアルが必要か

4.1.諸言語の取扱説明書として

外国語の習得には多大の労力を要し,しかもな

かなか使いこなせるまでに至らないのは我々の経

験するところである｡外国語の学習方法8)につい

ては,古来さまざまに論じられてきた｡効果的に

学ぶコツや合理的な教え方の方法論があるとはい

え,それに加えて,学習者自身がそれ相応の時間

と労力を費やして努力しなければ,読み･書き･

話すといった運用能力の習熟までは不可能という

点は,諸家の見解の一致するところのようだ｡し

かしながら,いわゆる ｢マスターする｣ことを目

指して ｢習うより慣れろ｣式に努力することは別

次元で,とりあえず辞書が引けてだいたいの見当

がつく程度に ｢分かる｣ための,プラグマティッ

クな早見表のようなものがあってもよいのではな

かろうか｡

個別言語の入門書は通例,漸進的に段階を追っ

て学習するように構成されている｡てっとりぼや

く概略だけ知りたいときには不便である｡前掲④

の副書名に列挙されているような専門的な職業に



従事する者のみならず一般に,不案内な言語で書

かれた文献について簡単な調べ事をしようとする

際にひろく役立っような,実用を旨としたマニュ

アルがあれば便利だろう｡たとえば外来語の原義

を辞書で調べる,研究者が引用文献の原文を確認

する,図書館員が目録を作成する,といった当座

の用にかろうじて足りる程度の技術の手引である｡

マニュアルの記述には,分かりやすさをこころ

がける必要もある｡電気機器の取扱説明書と同様

である｡特別な予備知識なしで初めて対処する場

合でも,マニュアルを見ながら順を逐って操作し

ていけば,とりあえずの目的に到達できるよう工

夫するのである｡説明に使用する専門用語は,刺

用者に ｢常識｣として要求しないよう,別途一覧

のかたちで解説しておきたい｡学習書や辞書に現

れる文法用語には不統一が見られる｡同じ概念を

表すのに別の用語が使われてとまどう場合がある｡

たとえば属格 (genitive)のことを英文法で ｢所

有格｣, ドイツ語文法で ｢2格｣,ロシア語文法で

｢生格｣と称するといった,｢お国なまり｣の慣

習がある｡また,執筆者個人の独自の用語が使用

される場合も少なくない｡現に既に存在する各種

の入門書 ･文法書 ･辞書の利用者である我々とし

ては,使用されている主な文法用語は,一覧対照

表にまとめておく必要がある｡

4.2.マニュアルの不足している分野

特に必要性を強く感じるのは,アジア･アフリ

カの諸言語についてのマニュアルである｡たとえ

ばアラビア語の翻手法の場合,米国議会図書館の

方式9)は,文脈や発音に基づく細則を多数含んで

おり,かなりの文法的知識を等区使しなければ使い

こなせない｡一般の文法書等を読んでも,翻字の

実際についてまではあまりよくわからない｡ヨー

ロッパ系以外の諸言語は,辞書や学習書も種類が

あまり多くなく,かつ入手困難な場合が多い.マ

ニュアルその他が整備されていないのも需要が少

ないからであって,要するに,実際に取り扱う頻

度の低い言語のためにまで対策を用意しておく必

要はない,という考え方もありうる｡しかし,頻

度の低い言語ほど,手引書なしで対処するのは困

難である｡各国の公用語については,ひととおり

のマニュアルが欲しい｡
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他方,ヨーロッパ系の諸言語については,便利

なマニュアルも各種公刊されており,また,語形

変化も語尾に集中する傾向があるので辞書も比較

的引きやすい｡しかし,少し時代を遡った出版物

に対処する場面では,我々はたちまち混乱してし

まう｡たとえば英米目録規則第2版の2.14Eにい

う ｢ある種の文字の転記｣,すなわち,大文字 Ⅰ,

J,U,Vを小文字に転記する際のi/J,u/Vの使い

分け,および,それに伴う索引の綴りをどうすべ

きかは,判断に迷うところだ｡ラテン語】0)を中

心として,その他の諸言語についても古い時代の

特徴 ･慣行を,出版 ･印刷文化史の基礎知識も含

めて解説したマニュアルが必要と思う｡

4.3.継続的な改訂の必要

一般に,あらゆる情報には誤りの含まれている

可能性がある｡いかに ｢権威ある｣辞書 ･事典と

いえども例外ではない｡広汎な対象を網羅しよう

とすれば正確を欠く箇所も増え,特殊文字の印刷

には誤植が忍び込む｡本稿で言及してきた各種マ

ニュアル･事典類も,信頼性の高低はそれぞれに

異なるとはいえ,誤記の可能性を想起しつつ批判

的に利用すべきものである｡また,言語は時代と

共に常に変化してやまない｡マニュアルは,作成

と同時に古くなり始める｡誤った箇所を訂正し,

古くなった部分を書き直し,といった改訂の小回

りが効くよう,小項目ごとに差し替え可能な加除

式の形態,さらには,電子メディアでの提供へと

進むべきだろう｡

更新をシステム的に継続する体制を確立してお

くことは,語学マニュアルに限らず,業務上の文

書管理 (recordsmanagement)一般において,

極めて重要な要素である｡篤志の個人が,ある時

点でいかに立派なマニュアルを作成しても,後任

者が代々引き継いでいけるような工夫を組み込ん

でおかないと,内外の環境の変化により,実状に

合致しない箇所が短時日のうちに累積していく｡

当該文書の維持 ･更新に関する責任の所在を明示

するとともに,改訂作業を容易に実行できるよう

な文章構成と物理的形態を設定しておく必要があ

る｡
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5.知識の共有財産化へ向けて

5.1.NACSISの充実のためにも

学術情報センター (NACSIS-NationalCenter

forSclenCelnformationSystems)の総合目録

データベースには,さまざまな規模 ･館種の図書

館が参加している｡新規書誌作成の場合は,個々

の図書館の入力したデータが,そのまま全国ネッ

トで公開される共有財産としての書誌レコードと

なる｡目録作成者の心情としては,自信のない言

語の資料については,入力を差し控えたくなる場

合がある｡特殊文字を手軽に入力できるような機

器環境の開発の問題とともに,語学力の水準向上

(対個人の研修という次元ではなく,容易に利用

可能な参考ツールの整備という意味で)について

ら,図書館界全体で対策が講じられることが望ま

れ る｡図書館間相互貸借 (ILL-InterLibrary

Loan)を前提とした分担収集という基本構想の

観点からも,ユニークな資料こそ積極的に入力さ

れるべきである｡

5.2. 個人や 1館の枠を越えて

いわゆる ｢特殊言語｣による資料を扱う頻度の

低い一般の図書館の場合は,目録対象資料の使用

言語がなじみの薄いものだったときは,その資料

を処理する巡り合わせに ｢当たって｣しまった担

当者個人が,その場限りの調査 ･学習で対処せざ

るをえないかもしれない｡多大の時間を費やして

苦労した末に,できあがった目録データは初歩的

な誤りだらけ,といった悲劇も起こりかねない｡

個人の努力 ･勘 ･経験や,たまたま持ち合わせて

いた知識 ･技能に依存するのではなく,担当者が

次々に交代しても目録 ･索引の･一貫性が多年にわ

たって維持できるよう,業務マニュアルのかたち

で技術知を継承していくことが必要である｡

しかし,具体的な事例に出会う機会の少ない一

般館が個々に作成するマニュアルでは,内容的に

も自ずと限界がある｡多様な言語による資料を日

常的に多数扱う,専門性の高い図書館には,それ

相応の技術知の蓄積があることと思う｡各専門館

の衆智を結集し,図書館界全体の共有財産として

利用できるようになれば,一般各館の目録データ

の品質,作業効率も向上するだろう｡また,各館

の目録 ･索引が標準化されることは,検索する利

用者にとっても有益である｡

5.3. ネットワーク上の語学マニュアル構想

現時点の機器環境ではまだ実現困難と思うが,

特殊文字をそのまま扱える機器が普及 ･標準化す

れば,たとえばNACSISのネットワーク上に,

語学マニュアルを構築することも考えられる｡構

成は,幹事役の管理 ･更新する公式ファイルと,

書き込み自由の会議室ファイルとする｡公式ファ

イルには,たとえば言語名と言語コードの対応表

や,特殊な暦から西暦を知る変換プログラムを組

み込むこともできよう｡会議室ファイルは,パソ

コン通信の電子掲示板のような方式で,改訂案の

提起 ･検討の他,参考文献の新刊情報,諸国語の

正書法の改訂等のニュースも扱う｡

NACSIS-IR等の一般利用者もアクセスでき,

かっ,発言もできるようにしておけば,互いに有

益な情報を交換することが期待できる｡図書館界

という狭い枠組みで閉じることなく,出版 ･報道 ･

行政等,多言語処理の技術的知識を必要とする各

界とも連携したシステムが望ましい｡

6.おわリに

整備された語学マニュアルは,時間と労力を節

約するのみならず,業務の品質も向上させる｡各

館が個別に伝承してきたマニュアルや,個人の頭

の中にあって未だ文書化されていない技術知が,

少しずつでも共有財産として公開されていくこと

を希望したい｡
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